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印刷（都富士印刷

江府町の人口
（4月30日現在）

世帯数1317世帯
人　口　即53人
（前月比14人減）
（男）　糾3台
（女）　2J515
出　生　　＄
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（女）
転　入

（男）

（女）

転　出
（男）

（女）
死　亡

（男）

（1）＝＝＝昭和58年5月3ひ目発行＝江　府　　町　報
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▲

夜
空
に
白
球
飛
ぶ

舛
■
声
哲
ナ
イ
タ
・
完
成

町
結
合
グ
ラ
ン
ド
に
待
望
の
ナ
イ
タ

ー
施
設
が
完
成
し
、
五
月
十
四
日
夜
グ

ラ
ン
ド
に
関
係
者
が
出
席
し
、
点
灯
式

を
行
い
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
記
念
試
合
が
行
わ
れ
、

選
手
た
ち
は
ナ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ム
が
初
め

て
と
あ
っ
て
猛
ハ
ッ
ス
ル
、
カ
ク
テ
ル

光
線
の
感
触
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し

た
。五
月
十
五
日
か
ら
一
般
開
放
以
来
、

連
日
、
農
作
業
や
勤
務
を
終
え
た
若
者

達
が
つ
め
か
け
、
五
月
、
六
月
の
申
込

み
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
し
た
照
明
施
設
は
、
二
面

の
野
球
場
に
六
基
設
置
さ
れ
、
明
る
さ

雛
　
　
は
二
〇
三
”
”
で
総
事
業
費
四
、
九
五
七

万
円
で
す
。

（
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
ル
ー
ル
は
別
項
に
掲
載
）

▲
記
念
試
合
で
始
球
式
を
行
う
井
上
町
長

Soumu
四角形
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▲選挙への準備もちゃくちゃく進む

江　　府　　町　　報

ー参議院議員選挙一

全国区

投票は政党名で
任期満了に伴う参議院議員通常選挙は、6円3

■日に告示され6日26日が投票日です。

なお、選挙法の改正により、参議院全国区は比

例代表制にをり、個人名投票にかわって、政党名

を記入投票することに在りました。

また、地方区はいままでどうり候補者の名前を

書いて投票します。

改正された内容をよく理解し、激しく摺れ動く

政治情勢ですが、有権者である国民一人ひとりが

しっかり国政を見定め、棄権することをく清き一

票を投じましょう。

六
月
l
日
が

名
簿
登
録
基
準
日

こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
基
準
日
は
六
月
一

日
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
た
に
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

昭
和
五
十
八
年
三
月
一
日
以
前
に

転
入
届
を
し
て
江
府
町
の
住
民
に
そ

ら
れ
た
人
と
、
昭
和
三
十
八
年
六
月

二
十
七
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
三
か
月
以
前
引
き
続
い
て

江
府
町
に
住
所
（
住
民
基
本
台
帳
に

登
載
）
を
有
す
る
人
で
す
。

ま
ち
が
え
の
な
い
よ
う

記
載
を

ど
の
選
挙
で
も
、
無
効
と
な
る
他

事
記
載
の
票
（
符
号
や
意
味
の
わ
か

ら
を
い
票
）
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
、
貴
重

を
一
票
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と
の
を
い

よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

・
投
票
用
紙
は
、
比
例
代
表
選
出
議

員
は
白
色
、
選
挙
区
選
出
議
員
は
薄

い
黄
色
に
書
く
こ
と
。

・
候
補
者
の
氏
名
や
政
党
名
は
、
投

票
用
紙
の
所
定
の
欄
内
に
は
っ
き
り

か
く
こ
と
。

・
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
名

や
政
党
名
以
外
何
も
書
か
を
い
こ
と
。

・
身
体
の
障
害
を
ど
に
よ
り
、
自
分

自
身
で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
代
理

記
載
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
管
理

者
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

全
国
区
が
新
し
い
制
度
に

比
例
代
表
制
を
採
用

昨
年
の
国
会
で
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら
全

国
区
の
選
挙
方
法
が
新
し
い
制
度
に

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
は
、
候

補
者
個
人
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、

各
政
党
の
政
策
や
立
候
補
者
名
簿
を

検
討
し
、
政
党
に
対
し
て
二
票
を
投

じ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
得
た
投
票
数
に

応
じ
て
、
各
政
党
に
当
選
人
の
数
が

割
り
あ
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
を

選
挙
方
法
を
「
拘
束
名
簿
式
比
例
代

表
制
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
全
国
区
の
選
挙
で
は
、

候
補
者
は
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄

ま
で
約
八
千
万
人
の
有
権
者
を
相
手

に
選
挙
運
動
を
し
な
け
れ
ば
在
ら
ず
、

肉
体
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
を
負

担
が
必
要
で
し
た
。
ま
た
有
権
者
に

と
っ
て
も
、
百
人
以
上
の
候
補
者
の

中
か
ら
政
見
を
検
討
し
て
一
人
を
選

ぶ
と
い
う
の
は
、
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
し
た
。
こ
う
し
た
　
書
を
な
く

し
、
で
き
る
だ
け
公
正
に
代
表
者
を

選
び
出
そ
う
と
い
う
の
が
比
例
代
表

制
で
、
こ
の
た
び
の
参
議
院
通
常
選

挙
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

候
補
者
は
政
党
が

提
出
す
る
名
簿
に

こ
の
よ
う
に
比
例
代
表
選
挙
は
政

党
本
位
の
選
挙
と
在
る
た
め
、
個
人

の
立
候
補
は
で
き
を
く
な
り
ま
す
。

ま
ず
政
党
が
候
補
者
を
選
び
、
当
選

人
と
在
る
べ
き
順
位
を
記
載
し
た
名

簿
を
選
挙
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
候
補
者
に
怒
り
ま
す
。

投
票
は
、
政
党
名
を
投
票
用
紙
に

記
入
し
て
投
票
し
ま
す
。
投
票
の
結

果
、
こ
れ
ま
で
は
個
人
の
得
票
数
の

多
い
候
補
者
か
ら
順
に
当
選
人
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

得
票
数
に
応
じ
て
政
党
ご
と
の
当
選

人
の
奴
が
決
ま
り
、
選
挙
長
に
届
け

ら
れ
た
名
簿
の
上
位
の
候
補
者
か
ら

順
に
、
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

以
上
が
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

な
お
、
参
議
院
地
方
区
の
選
挙
は
、

名
称
が
「
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」

と
変
わ
り
ま
す
が
、
選
挙
の
方
法
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

⑳
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で
す
。町選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
内
）

投
票
日
不
在
の
人
は
　
　
へ
印
か
ん
を
持
参
し
て
、
投
票
の
当

日
、
投
票
所
で
投
票
が
で
き
な
い
こ

不
在
者
投
票
を

臣事Tm
P府江

六
月
二
十
六
日
の
投
票
日
に
、
旅

行
や
出
張
、
病
気
を
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
不
在
者
投
票
が
で

き
る
期
間
は
、
六
月
三
日
か
ら
六
月

二
十
五
日
ま
で
の
間
で
、
毎
日
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
を
宣
誓
す
れ
ば
、
投
票
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
管
理
者
を

置
く
指
定
病
院
、
施
設
等
に
入
院
、

入
所
の
場
合
は
、
本
人
の
申
出
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
、
施
設
か
ら

の
請
求
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
宣
誓
書
を
添
え
郵
便
で
投

票
用
紙
を
請
求
し
、
受
取
っ
た
ら
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
っ
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

ー
在
宅
投
票
1

請
求
は
6
月
2
2
日
ま
で

町
の
選
管
か
ら
四
年
間
有
効
の
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
重
度
身
障
者
の
方
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す

れ
ば
、
自
宅
で
郵
便
投
票
が
で
き
ま

す
。郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
用
紙
の

交
付
請
求
期
限
は
、
六
月
二
十
二
日

ま
で
で
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
内

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
電
話
五
－
二

二
二
）
　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

選挙区 比例代表

　 （ （全地
候投
補震着用
個紙人

方
区
＿ヽ′

国
区
）

政芸
署長

名

投
票
箱

投
票
箱

⑳

・
こ
ん
な
こ
と
は
違
反
で
す

投
票
用
紙
は
2
種
類

て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

①
　
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰

労
の
た
め
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
与
え
る

こ
と
。

②
　
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見

舞
い
と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を

提
供
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
飲
食
物
の
提
供
は
、
い

っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
選
挙
事
務
所
開
き
に
、

酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
、

違
反
に
在
り
ま
す
。

た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受

け
て
い
ど
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飲
食
物
の
提
供

特
定
の
候
補
者
の
選
挙

運
動
に
関
し
て
飲
食
物
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ

投
票
用
紙
は
次
の
二
種
類
に
色
分

け
し
て
い
ま
す
。
よ
く
確
か
め
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

（
比
例
代
表
選
出
議
員
）

白
　
　
色

（
鳥
取
県
選
挙
区
選
出
議
員
）

薄
い
黄
色

新しくなった選挙制度

名　　　　　　 称 投　　 票　　 方　　 法

新
（比例代表）

政　 党　 名　 を　 記　 入
参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 選 挙

旧
（全 国 区）

候 補 者個 人 名 を記入
参　 議　 院　 全　 国　選　 出　 議　 員　 選　 挙

新

（選 挙 区）

従 来 ど お り候 補 者

個 人 名 を 記 入

参 議 院鳥 取 県選 挙 区選 出議 員選 挙

旧
（地 方 区）

参　 議　 院　 地　 方　選　 出　 議　 員　 選　 挙
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町　　報

町
づ
く
り
に
役
立
つ

年
金
積
立
金
融
資
還
元
事
業

私
た
ち
が
月
々
納
め
て
い
る
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
の
掛
金
は
、
国
庫
に
積
立
て
ら
れ
て
老

後
に
直
接
年
金
と
し
て
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
を

っ
て
い
ま
す
が
、
団
は
こ
の
積
立
金
の
有
効
を

利
用
を
図
る
た
め
、
一
定
の
割
合
で
、
町
村
の

社
会
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
個
人
の
住

宅
整
備
資
金
と
し
て
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
本
町
で
は
、
こ
の
融
資
を

受
け
て
次
表
の
と
お
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

江　　府

昭和57年度年金積立金融資対策事業

事　 業　 名 事　 業　 量 事　 業　 費 内年 金資 金

町 民総 合体育館 鉄筋コンクリー ト
千円 千円

新築工 事 2 階建て 520 ，325 148，800

（56・57年度㈱ 4，17 1．33nf （56年度）158．070 （56年度）78 ，200

総合運動場夜間照

明施設
6　　 基 49，648 25．30 0

助沢地区飲料水供

給施設

計 画 給 水 人 口　77人
20，734 77．60 0

計 590，707 18 1，70 0

▲町民総合体育館

▲助沢地区飲料水供給

施設水源地

▲夜間照明施設

町

長

日

誌

＊
4
　
日
‥

1
日
働
　
江
府
町
農
協
総
代
会

2
日
】
・
仁

4
日
日

5
日
㈹

6
R
H
水

7
日
・
不

8
日
勃

9
日
・
卜

1
0
日
㈱

1
1
日
㈲

1
2
日
㈹

1
3
日
㈱

1
4
日
㈱

1
5
日
働

1
6
日
川

㍊
醐

2
2
日
働

2
3
日
川

庁
内
会
、
県
議
会
議
員
選

挙
立
会
演
説
会
（
土
井
之

内
会
館
）

小
学
校
入
学
式

中
学
校
入
学
式
、
建
設
省

倉
吉
工
事
事
務
所
大
山
砂

防
出
張
所
竣
工
式
（
江
府

町
）
保
育
園
入
園
式
、
中
電
黒

部
次
長
来
庁

助
沢
水
道
及
び
町
道
肋
沢

三
平
線
竣
工
式

上
中
江
尾
橋
竣
工
式

選
挙
事
務
打
合
会

県
知
事
及
び
県
議
会
議
員

選
挙
投
票
日

在
勤
西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

姑
会
総
会
、
俳
句
教
室

川
筋
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
、
青
年
団
役
員
来
庁

新
年
度
区
長
会

岡
山
農
政
局
中
四
国
自
然

休
養
村
役
員
会
議

甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会
施

設
研
修
（
九
州
）

明
徳
学
園
入
学
式
、
川
筋

地
区
水
道
組
合
総
会

職
員
互
助
会
、
国
民
年
金
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江　　府　　町　　報

多

数

ご

利

用

を

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
ル
ー
ル
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。
町
民
全
体
の
公
共
施
設
で
す
の
で
、

大
切
に
愛
護
し
て
、

多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
時
間
と
休
場
日

使
用
時
間
　
午
前
九
時
か
ら

午
後
十
時

休
場
日
　
毎
週
水
曜
日
の
夜
間
、

8
月
1
3
日
か
ら
8
月
1
5

日
の
夜
間
、
冬
期
間

・
使
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
特
に

町
長
が
認
め
た
場
合
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
申
込
　
み

使
用
申
込
み
は
、
所
定
の
使
用
申
込

書
（
照
明
使
用
の
場
合
は
使
用
料
を

添
え
）
を
総
合
体
育
館
事
務
室
、
町

役
場
企
画
課
、
町
教
育
委
員
会
総
務

課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
使
用
申

込
書
は
、
申
込
先
に
備
え
て
い
ま
す
。

・
大
会
利
用
申
込
み
は
、
事
前
に
利

用
打
合
せ
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使

用

者

の

心

得

・
使
用
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

（
後
か
た
づ
け
、
清
掃
も
時
間
内
に

終
り
、
係
員
の
確
認
を
受
け
て
く
だ

さ
い
）
・
火
気
は
厳
禁
で
す
（
タ
バ
コ
は
喫

煙
場
で
吸
っ
て
く
だ
さ
い
）

・
競
技
場
内
で
飲
食
、
物
品
販
売
、

は
り
紙
、
く
ぎ
打
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
込
み
以
外
の
使
用
禁
止
と
使
用

許
可
の
権
利
譲
渡
・
転
貸
は
で
き
ま

せ
ん
。
・
空
カ
ン
等
は
持
帰
り
、
ま
た
は
、

所
定
の
ゴ
ミ
寵
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
運
動
器
具
、
そ
の
他
の
装
置
に
つ

い
て
は
、
体
育
館
事
務
室
へ
申
出
て

く
だ
さ
い
（
器
具
の
扱
い
は
丁
寧
に
）

・
そ
の
他
は
、
体
育
館
事
務
室
の
提

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

使用料一覧表

ト
総
合
グ
ラ
ン
ド

（
注
）
使
用
は
、
原
則
と
し
て
町
民
に
限
り
ま
す
。

委
員
会

2
4
日
㈲
　
青
年
教
室
研
修
会

2
5
日
㈲
　
森
林
組
合
理
事
会
、
建
設

事
業
入
札

2
6
日
㈹
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会

2
7
日
㈱
　
大
方
地
区
前
河
原
橋
竣
工

式

2
8
日
㈲
　
池
ノ
内
常
盤
会
二
十
周
年

記
念
式
、
児
童
館
運
営
委

員
会

3
0
日
州
　
西
部
同
和
対
策
協
議
会
総

会
、
建
設
省
倉
吉
工
事
事

務
所
長
来
庁

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

人
と
人
と
の
助
け
合
い

三
月
十
八
日
、
日
本
赤
十
字
社
の

献
血
車
が
町
内
を
巡
回
し
、
十
七
人

の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
「
献
血
を

通
し
て
人
と
人
が
助
け
合
い
」
と
い

う
精
神
に
そ
っ
て
、
献
血
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

太
田
　
厚
　
西
川
雅
章

大
角
十
九
三
　
中
川
秀
樹

宮
本
正
啓
　
田
中
敏
郎

森
田
卓
郎
　
遠
藤
道
弘

森
田
哲
也
　
千
藤
　
正

砂
口
倭
子
　
岡
田
昭
一

西
田
　
哲

岡
田
雄
成

塚
原
　
守

河
上
順
書

奥
田
功
司

Soumu
四角形
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助
沢
地
区
に
水
道
が
完
成

こ
の
ほ
ど
助
沢
地
区
に
水
道
が
完

成
し
、
し
ゆ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。給
水
人
口
七
七
人
と
い
う
規
模
か

ら
「
飲
料
水
供
給
施
設
」
　
の
名
で
呼

ば
れ
、
事
業
費
は
、
二
、
〇
四
二

千
円
で
す
。

こ
れ
で
町
の
水
道
普
及
率
は
、
九

六
・
五
鳥
に
在
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
柿
原
地
区
に
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
完
成
し
た
原
林
水
路

⑳

水
不
足
を
解
消

日
の
詰
地
区
に
水
路
が
完
成

日
の
詰
地
区
で
は
、
毎
年
田
植
え

の
時
季
に
は
水
不
足
の
た
め
交
代
で

水
番
を
行
い
、
水
を
確
保
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
林
水
路
が
完

成
し
、
地
元
の
人
は
大
よ
ろ
こ
び
。

こ
の
水
路
は
、
総
工
事
費
は
九
五

〇
万
円
で
、
延
長
七
七
〇
㍍
、
水
管

橋
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
業
、
商
工
業
、
自
由
業
な
ど
の
自
営
業

者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
度
で
、
加
入
者
の
老
後
や
不

慮
の
事
故
の
際
、
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
人

で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
を
ゼ
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
昼
間
部
の
大
学
生
な
ど

年
金
に
加
入
し
よ
う

町水道普及率96．5㌫

▲助沢地区の水道しゅん工式

区長会開く
4月16日、土井之内会館で新年度の区

長会が行われ、井上町長から各区長さん

へ辞令の交付がありました。

今年度お世話に在る区長さんは次のと

おりです。近年役場からの連絡事項をど

多く在り、区長さんには大変ご苦労をお

かけすることと思いますが、よろしくlご

協力をお願いしま

米田明（本→）

樋口保夫（本三）

仲嶋勝利（本五）

宮本幸人（新二）

村克己（小江尾）

田武雄（佐川）

次書三男（宮市）

す。

吉川慶一郎（本二）

津沢昌伸（本四）

川上正武（新一）

徳岡昌（大方）　篠

竹内晋（久連）　住

加藤信義（柿原）　末

田中正成（宮市原）

一二三八郎（助沢）　小椋福治（下蚊屋）

加藤厚（御机）　筒井章年（東尾）　下

垣敬雄（美用）　谷口稔転（小原）　清

水許人（杉谷）　森田勝史（貝田）　徳

岡卓史（下安井）　影山弘美（洲河崎）

林喜代隆（荒田）　徳岡利樹（半ノ上）

松本千萱世（宮ノ前）　日野尾和郎（武

庫）　宇田川勉（新道）　遠藤秋徳（一

旦）　加藤自伸（池ノ内）　藤原隆子（

尾上原）　中尾彰人（日ノ詰）　桧原宏

（探山口）　砂口一正（吉原）妹尾郵（

西成）清水賢（袋原）亀田好子（大河原）

大森彪（笠良原）

Soumu
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ト
テ
ー
プ
に
は
さ
み
を
入
れ
る
井
上

町
長
と
徳
岡
区
長

大
万
地
区
前
河
原
橋

が
永
久
橋
に

大
方
地
区
の
小
江
尾
川
に

か
か
っ
て
い
た
木
橋
の
前
河

原
橋
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

町
が
農
道
整
備
事
業
で
架
換

工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が

三
月
末
完
成
し
、
四
月
二
十

七
日
、
井
上
町
長
や
工
事
関

係
者
ら
が
出
席
し
て
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
橋
長
二
九
・

三
㍍
、
幅
員
三
・
八
㍍
で
工

事
費
は
二
二
五
〇
万
円
で
す
。

下
坂
さ
ん
が

検
察
審
査
員
（
補
充
員
）
に

検
察
審
査
員
（
補
充
貝
）
　
に
下
坂

正
人
さ
ん
（
佐
川
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月

一
目
か
ら
六
か
月
間
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
審

査
員
は
国
民
の
代
表
と
し
て
「
作
欺
、

お
ど
し
、
交
通
事
故
」
を
ど
の
犯
人

を
検
察
官
が
事
件
と
し
て
起
訴
し
そ

か
っ
た
処
分
（
不
起
訴
処
分
）
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
で

す
。

金香春首◎膠徳一‘す

井
上
町
長

全
国
自
然
休
養
村

協
議
会
長
に
再
任

井上町長は、このほど東京でひらかれ

た「全国自然休養村協議会」の総会で、

再び会長に重任されました。

井上町長は、昭和47年、全国自然休養

村協議会発足に降し、副会長に就任し、

昭和54年4月から全国協議会の会長に推

されて、現在ラ舌越中であります。をお、

昭和56年には中国四国自然休養村協議会

発足と共に同協議会の会長に推され、兼

務中であります。今回の全国協議会の会

長再任で、二重の要職に就かれ、広範を

重責が続くことに在ります。

自然休養村の事業は、農山漁村のすぐ

れた自然環境を持つ全国市町村の特性に

応じ、観光農林漁業を組織的に計画的に

すすめ、国民に健全な自然環境と産物を

提供しをがら農林漁業の振興と地域開発

を計る農林水産省の重点政策の一つです。

本協会運営の責任者として、全国の指

定市町村の期待も大きくご活躍を祈ると

ころです。

塁夢喜首◎膠

は
、
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な
ど
と
違
っ
て
、
加
入
、
脱
退
、

住
所
変
更
、
保
険
料
の
納
付
等
の
手
続
は
、
本
人
自
身
が
自
主

的
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
林
業
や
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
、
会
社
を
や
め
て
自

営
業
を
は
じ
め
た
人
で
、
ま
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
手
続
を
怠
っ
て
い
る
と
、
将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
も
在
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
加
入
手
続
が
済
ん
で
い
を
い
人
は
、
今
す
ぐ
町
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
出
向
い
て
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
後
は
、
月
額
五
、
八
三
〇
円
（
付
加
保
険
料
は
月
額
六
、

二
三
〇
円
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
に
は
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
又
は
米
子
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

加
入
し
た
い
と
き
は

香富合膠徳色香

手繰の種類 届出に必要なもの ■備　　　 考

加入するとき

やめるとき

印鑑、年金手帳 （は メモ…本人、配偶者

じめて加入する時 の勤 め先、就退職牛

は除 く） 日日、婚姻牛J川

住所 （氏名）が

変った とき
印鑑、年令手帳 届出期限は14日以内

付加保険料 を

納めたいとき
印鑑、年令手帳 申込んだ刃から納める

口座振替を希 年令手帳 、偵食通 lI稚根号菅の依頼苦は、

望するとき 帳、届出印 金融機関にあ ります

保険料の免除 印鑑、年令手帳 強制加入の方のみ

裁定請求 印鑑、年金手帳、
請求書は、町役場の

国民年金係。障害年

（芋苦言悪書）
預金通帳 （銀行な

どで受給の とき）
金請求にはこの他診

断書等が必要
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ふ
る
さ
と
地
名
等
⑦

論
手
（
ろ
ん
で
）吉
原
・
下
安
井

福
島
県
古
殿
町
、
富
山
県
恥

尉
市
な
ど
に
朝
野
灯
が
み
ら
れ

る
。
氷
見
市
の
論
田
村
は
石
川

県
境
近
く
に
あ
り
、
そ
の
昔
、

越
中
・
能
管
両
国
の
領
地
争
い

が
地
名
の
起
り
と
伝
え
ら
れ
る
▲

吉
原
の
「
論
手
」
は
、
鵜
原

と
の
入
会
地
で
、
古
く
か
ら
両

村
の
茅
野
で
あ
っ
た
。
こ
の
地

に
隣
接
す
る
柳
原
・
小
舞
野
を

紺
も
吉
原
原
分
で
あ
り
纂
ら

堵
草
山
の
少
を
い
大
滝
・
栃
原

の
各
地
へ
貸
付
け
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
貸
借
・
入
会
地
の
境
界

を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
は
、
い
ま

も
吉
老
の
語
り
ぐ
さ
と
を
っ
て

お
り
、
「
論
手
」
も
こ
の
関
係

の
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

甲
地
（
か
っ
ち
）

下
安
井

甲
地
（
か
っ
ち
・
か
っ
つ
・

か
わ
ち
）
は
、
山
の
奥
、
谷
川

の
水
源
地
な
ど
の
称
で
あ
る
。

ま
た
、
谷
川
が
よ
ど
ん
で
幾
分

の
平
地
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ

ろ
の
意
と
も
い
う
。

蛇
喰
（
山
）
　
（
じ
ゃ
は
み
）

下
安
井
・
俣
野

大
雨
の
あ
と
の
山
く
ず
れ
を

「
蛇
抜
け
」
と
い
う
。
「
広
辞

苑
」
は
「
鵜
野
を
、
山
野
で

円
形
を
を
し
て
草
木
の
は
え
ぬ

所
と
説
明
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
大
雨
を
ど
に
よ
る
山

崩
れ
を
大
蛇
の
し
わ
ざ
に
喩
え

る
と
は
お
も
し
ろ
い
。

巷
匠
（
ぽ
ん
じ
ょ
う
）

俣
野

現
在
の
大
工
に
相
当
す
る
人

々
を
、
中
世
で
は
「
番
匠
」
と

い
っ
た
。

日
南
町
上
石
見
、
溝
口
町
畑

地
に
も
こ
の
地
名
が
あ
り
、
と

も
に
銀
や
鉄
生
産
地
で
木
工
職

来
任
の
地
と
い
わ
れ
る
。
俣
野

の
「
ぽ
ん
じ
ょ
う
」
も
古
く
か

ら
木
地
師
が
稼
行
し
、
ま
た
、

鉄
山
地
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

人
の
動
き
（
4
月
届
）

命
命
命
㊨
㊨
鼻

白
お
誕
生
お
め
で
と
う

地　目　貝　本美　杉本
の　の

内　諾　田　五　用　谷　五

藤中森川　川末仲
原尾　田端上次嶋

佑広　　庸洋志陽
介大歩介一穂子
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